
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

ふるさと納税を活用した補助に関して、「さっぽろ子ども未来基金」を造成し、寄付金の積立・繰越を可能にした。

来年度以降の方
向性

ふるさと納税の寄附額に応じた補助金の規模により事業を実施し、私立学校経営の安定と父母負担の軽減を促進し、私立学校教育の振興を図
る。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

閉校する学校があり活動指標の達成は見込まれないが、積極的な周知により成果指標は目標を達成した。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

26,606千円 26,606千円 54,886千円 47,038千円 43,400千円 43,400千円

↓

アウトカム
成果指標1

私立学校の支援を目的に集まった寄附を活用した補助交付額 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

27校 27校 26校 25校 24校 24校

人工

指標

アウトプット
活動指標1

補助金交付学校数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.4 人工

令和7年度予算額 135,000 千円 うち特定財源 47,038 千円 正規職員業務量 0.4

正規職員業務量 0.4 人工

令和6年度決算額 143,286 千円 うち特定財源 54,886 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.4 人工

令和6年度予算額 144,000 千円 うち特定財源 11,600 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

学校教育における私立学校の果たす重要な役割に鑑み、私立学校の教育条件の維持及び向上並びに私立学校に在学する児
童、生徒に係る修学上の経済的負担の軽減を図るとともに、私立学校の経営の健全性を高め、私立学校の振興を図る。

他都市の状況

多くの政令指定都市において、同様の助成を実施している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 115,006 千円 うち特定財源 26,606

施策名 多様性が尊重された環境の下で、子どもは、自分の特性や興味に応

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

私立学校はそれぞれが建学の精神に基づく個性豊かな教育活動を実践しており、学校教育において重要な役割を果たしてい
る。
そのため、国においても私立学校振興助成法（昭和５０年法律第６１号）を定め、私学助成を行っているところであり、本市にお
いても、私立学校助成規則（昭和３５年規則第１２号）を定め、私立学校経営の安定と父母負担の軽減を促進し、私立学校教育
の振興を図ることを目的に、私立学校への補助金交付を実施している。

事業内容
（何を実施し）

補助金の交付により、私立学校経営の安定と父母負担の軽減を促進し、私立学校教育の振興を図る。
①私立学校（私立幼稚園を除く）に対して教材教具・管理用備品の購入、施設の維持・補修及びスポーツ・文化活動等の教育
活動事業に関する補助金を交付。令和６年度は申請のあった２６校に対し、１４３，２８６千円を交付した。
②①の実施に当たって、ふるさと納税制度による寄付金を募り、寄付金から必要経費を除いた額の９割を補助金の財源として
充当（１割は子どもの健全育成に資する事業の財源に充当）。令和６年度は９７３件、７１，５７５千円の寄付があり、手数料等を
除いた５４，８８６千円を補助金として交付した。

事業名 私立学校教材教具等整備補助金
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